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「開かれた議会」へ   一歩ずつ

～議会報告会・意見交換会を開催します～
　市政に関する情報を共有し、議会をより身近に感
じていただく機会です。多くの方の参加をお待ちし
ております。

【日時】　令和元年11月13日（水）
　　　　午後6時30分から

【会場】　強戸行政センター
　　　　木崎行政センター
　　　　（2会場で同時開催）

○どなたでも参加できます。
○事前申し込み不要

当日、直接会場へお越しください。

太田市議会があなたの町へ

©太田市

　太田市議会では本年4月1日から、特別な手続きをすることなく、どなたで
も自由に傍聴ができるようになりました。9月定例会もたくさんの方が傍聴に
お越しくださいましたので、代表としてお二人の感想をお伝えします。

お子様連れや学生の方の傍聴も大歓迎です！

12月定例会の日程
～傍聴にお越しください～

12月定例会の日程は次のとおりです。12月定例会の日程は次のとおりです。

本会議および委員会はどなたでも傍聴できます。

９月 １日（水）　本会議　一般質問
９月 ２日（木）　本会議　一般質問
９月 ３日（金）　本会議　一般質問、市長提出議案の説明
９月 ７日（火）　本会議　議案質疑、委員会付託
９月 ９日（木）　総務企画委員会　教育福祉委員会
９月10日（金）　市民経済委員会　都市建設委員会
９月13日（月）から15日（水）　決算特別委員会
９月22日（水）　本会議　委員長報告など
※日程は変更になる場合もあります

◇市議会に関するお問い合わせ
　太田市議会事務局
　　0276 － 47 － 1806
　E-mail:otagikai@mx.city.ota.gunma.jp 

問い合わせ　太田市議会事務局
　　0276ー47ー1806　　　0276ー47ー1860　
　E-mail:otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

11月29日㈮　本会議　一般質問
12月２日㈪　本会議　一般質問
12月３日㈫　本会議　一般質問、市長提出議案の説明
12月５日㈭　本会議　議案質疑、委員会付託など
12月９日㈪　総務企画委員会　市民文教委員会
12月10日㈫　健康福祉委員会　都市産業委員会
12月16日㈪　本会議　委員長報告など
※原則、午前9時30分開会です。
※日程・時間は変更になる場合もあります。
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　議員と執行者が太田市のことを真剣に考えている
のを肌で感じました。
　市が抱えている課題と、それに対して必要な対策を
きちんと取っていることもわかりました。
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 さん
　議員は、市民がまさに必要としている議題を扱って
いたと思います。
　また、質問の中で具体的な政策を提案していてわか
りやすかったです。
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　９月定例会では、９月４日から６日にわたり19人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する方針などに関して
活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ１問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。なお、
一般質問の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、定例会の正式な会
議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで12月下旬からご覧いただくことができます。
詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。９月定例会  一般質問要旨

議　員　本市で行っている検定料助成
事業について、概要を伺います。
教育部長　実用英語技能検定3級およ
び日本漢字能力検定3級について、それ
ぞれ検定料の半額を助成します。対象者
は、市内の公立または私立の中学校に在
籍するか、市内に住所を有する中学生で
す。
議　員　学習指導要領の見直しによって
小中学校の教育課程が大きく変わり、特
に小学校では外国語が導入されます。検
定料助成事業においても、対象者や対象
となる級の範囲拡大を行うべきと思いま
すが、所見を伺います。
教育部長　本市の検定料助成事業は、

議　員　農業機械導入時の助成につい
て、交付要件と過去3年間の助成件数、
総事業費を伺います。
農政部長　太田市認定農業者協議会の
会員であり、耕作放棄地の利用権設定を
10㌃以上、かつ6年以上行うことが交付
要件です。また、助成は1回限りとしていま
す。過去3年間の助成件数と総事業費は、
平成28年度が6件で500万円、29年度
が7件で622万4,000円、30年度が4件
で438万5,000円です。

議　員　トラクターやコンバインの価格は
1台1,000万円から1,500万円です。現
行の制度では、20％の助成で、予算が
500万円ですので、1年に2.5人しか利

中学3年時の3級合格を目標に何度でも
申請できる等、他市と比較しても充実して
おり、現行制度を継続したいと考えます。
小学生を対象とした英語検定の助成につ
いては、今後研究していきたいと思います。
議　員　全国初の英語特区に認定され、
また全国に先駆けて検定料助成制度を
導入した市として、対象者や対象となる級
の範囲拡大を行うことについて、教育長
の所見を伺います。
教育長　公教育を行う立場として、ボトム
アップを最優先すべきとの考えのもと、3
級の受験に係る助成は何度でも可能な
制度としています。そこを乗り越えて上級
に挑戦できる子どもたちが増えれば、改
めて考えたいと思います。
■その他の質問
・効率的で健全な行政経営の推進につ
いて
・農業生産基盤の整備と農業経営基盤
の強化について

用できないことになります。さらに多くの人
が利用できるよう、助成は1回限りとなっ
ている現状の交付要件や、予算の見直し
を行うことについて、市長の所見を伺いま
す。
市　長　議員と同じ気持ちの人が多いと
聞いていますので、その提案に100％対
応し、予算を増やすことや、2回目の助成
を認めるなどとしたいと思います。ただ、交
付要件である耕作放棄地の利用権設定
について10㌃以上から20㌃以上とする
など、助成の利用拡大を図ると同時に耕
作放棄地が減るよう、工夫していきたいと
考えています。
■その他の質問
・耕作放棄地対策と農地管理について
・農地の多面的機能の維持及び改善に
ついて
・学校給食における地産地消の現状と
今後について
・（仮称）太田西複合拠点公共施設につ
いて

議　員　太田西部幹線について、全体の
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状況と今後の課題を伺います。
都市政策部長　進捗率は約50%です。
一番の課題は地権者交渉であり、跨
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の築造や交差点協議に伴う、関係機関と
の調整にも時間を要すると考えます。
議　員　新田世良田線の事業化につい
て、周辺には工場が集積していることから、
国道354号までのアクセス道路が必須で
す。利根川の新規架橋でも、多くの人の動
きが継続しています。本市西部地域の交
通の要衝として今後の取り組みが期待さ
れますが、所見を伺います。
都市政策部長　県の主要事業から除か
れており、令和9年度までには整備予定
がありません。県に対し、この路線の必要
性を訴えるとともに、代替となる整備手法
を検討したいと思います。
議　員　今後の幹線道路の計画におい
て、排水性舗装を導入することについて所
見を伺います。
都市政策部長　安全性や費用対効果を

議　員　市営住宅の入居者数について、
年齢別の特徴を伺います。
都市政策部長　平成27年度末と30年
度末で比較すると、59歳までが大きく減
少傾向、60歳以上が増加傾向です。
議　員　来客用駐車場が設置されてい
る市営住宅の数を伺います。
都市政策部長　現在7団地です。5団地
は建設段階に整備し、残りの2団地は入
居者からの要望により、入居者用の駐車
場を転用して設置しました。
議　員　来客用駐車場のない市営住宅
の入居者が訪問介護サービスを利用する
場合、入居者もしくは福祉施設が、自身
で駐車場を契約したり、警察へ駐車許可
証を申請したりと、双方さまざまな努力を
しています。そのため、すべての市営住宅
に来客用駐車場を確保すべきと思います
が、所見を伺います。
都市政策部長　入居者の高齢化が進ん
でおり、今後、福祉サービスの利用も増え
ていくと考えられます。各々の事情が異な

考慮しながら、現場に合った最適な方法
で整備を進めていきたいと思います。
議　員　太田西部幹線における今後の
取り組みと、本市都市計画道路の見直し
路線に対する市長の所見を伺います。
市　長　太田西部幹線は南北方向の非
常に重要な路線ですので、国道354号の
バイパスまで通過するよう県に要請してい
ます。本市都市計画道路の全体の見直し
は、担当課で計画的に行っていますので、
具体的な路線について助言をいただける
とありがたいと思います。
■その他の質問
・本市が管理する橋

きょう
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の老朽化の現状
と対応について

りますので、すべての市営住宅への設置
は難しいと思いますが、積極的な対応を
図りたいと思います。

議　員　駐車場の空きスペースを活用し
た来客用駐車場の確保について、市長の
所見を伺います。
市　長　これ以上の駐車スペースの拡
大が難しい市営住宅もありますので、入
居状況を調べ直して、使用されていないと
ころを入居者以外の駐車スペースとして
確保するなど、最大の努力をしたいと思い
ます。
■その他の質問
・安全で安心なおいしい学校給食の提
供について

各種検定料助成事業について

創政クラブ　長　ただすけ

本市の都市計画道路の現状と課題に
ついて

創政クラブ　高木　きよし

本市の農業振興について
―農業機械導入時の市の助成について―

太田クラブ　木村　康夫

市営住宅入居者をケアする人のための
駐車場の確保について

創政クラブ　松浦　武志
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　９月定例会では、９月４日から６日にわたり19人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する方針などに関して
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議　員　環境政策課と清掃事業課にお
いて、過去3年間で不法投棄物を回収し
た件数を伺います。
産業環境部長　環境政策課における回
収件数は、平成28年度117件、29年度
111件、30年度70件です。清掃事業課
においてごみステーションの不法投棄を
回収した件数は、28年度395件、29年
度341件、30年度296件です。
議　員　30年度は回収件数が減少して
います。現状の取り組みと今後の対策に
ついて伺います。
産業環境部長　今年度は事業系ごみの
適正処理を促すため、委託事業者の新規
開拓や、分別方法や回収日の分かるごみ
アプリケーションの導入等を行いました。
今後は、市民や事業者に対し、今まで以
上に不法投棄禁止の啓発活動をしていき
たいと思います。
議　員　ごみの不法投棄について、市長
の所見を伺います。
市　長　法律に違反しているわけですか

議　員　本市における附属機関の数、委
員の定数と実数、男女比を伺います。
企画部長　附属機関は39機関で、委員
の定数は合計668人、実数は合計560
人です。男女比については男性が79.6%、
女性が20.4%です。

議　員　「太田市審議会等の取り扱いに
関する指針」では、「太田市男女共同参
画基本計画」に基づき女性委員の割合
が33%以上になるよう努める旨の記述が
あります。この目標に対する現状と今後の
取り組みについて伺います。
企画部長　現在、女性委員の割合はほ
ぼ横ばいで推移していますが、令和4年
度末までに目標値を達成できるよう取り

ら、市民一人一人の意識の問題と考えま
す。本市全体を見る限りでは、昔に比べる
ときれいになり、市民の信頼はずっと厚く
なっています。さらに意識を高めてもらえる
よう、啓発事業を継続していきたいと思っ
ています。
議　員　自主的に不法投棄への対応を
してくれている区長や環境保健委員等の
心意気に応えるためにも、政策の見直し
や新たな取り組みができないか、市長の
所見を伺います。
市　長　不法投棄の多い地域があるな
らば、注視していきたいと思います。

■その他の質問
・保険証のカード化について

組んでいるところです。
議　員　附属機関の委員の充足率につい
て、指針を管理する立場から所見を伺います。
企画部長　委員の充足率83%、実人員
で108人不足という現状を踏まえて、指
針に基づき、各所管において適正化に向
けて取り組んでいきたいと思います。
議　員　市の附属機関である委員会や
審査会、審議会など、市民の意見や考え
を求める場が定数を満たしていないこと
について、市長の所見を伺います。
市　長　ご指摘いただいたことで実態を
知ることができ、感謝しています。それぞれ
の機関において、定数の妥当性を精査し
た上で、必要な機関についてはいろいろ
な分野の方々に声掛けをし、人材確保の
ために努力していきたいと思います。
■その他の質問
・区長、区長代理等の補償拡充につい
て
・民生委員・児童委員への支援につい
て

議　員　本市の運転免許所有者のうち
65歳以上の割合と、65歳以上の人口の
うちの運転免許所有率を伺います。
市民生活部長　平成30年度は、それぞ
れ25.1%、70.1％となっています。
議　員　65歳以上を対象に、運転支援
システム「アイサイト」搭載車の購入に対
する補助金交付事業を行うとのことです
が、予定と周知方法を伺います。
市民生活部長　令和元年10月1日から
施行予定です。広報おおたへの掲載や市
のホームページ、行政センター等で周知
を行うことを考えています。
議　員　車を運転する65歳以上の方の
人数から、さらに幅を広げた事業の実施

議　員　高齢者向けのエアコン設置費
の助成等について、本市および他の自治
体における状況を伺います。
健康医療部長　本市では助成を行って
おりません。県外では上限3万5,000円
から5万円程度の範囲で助成を行ってい
る自治体もあります。
議　員　市営住宅に入居する高齢者世
帯に対する、エアコン設置への配慮につ
いて伺います。
都市政策部長　高齢者に限ったもので
はありませんが、エアコン専用のコンセン
トが住宅内にない場合は、1カ所に限り設
置するサービスを行っています。
議　員　小中学校における熱中症対策
について伺います。
教育部長　普通教室および利用頻度の
高い特別教室に、全校でエアコンを設置
しており、今年度中に理科室のエアコン設
置も完了する予定です。屋外には全校に
ミスト発生装置を設置しています。また、児
童生徒に水筒を持参させる、暑さが厳し

も必要と考えます。後付けの踏み間違い
防止装置について周知したり、その設置
費用の一部を市が負担したりすることに
ついて、所見を伺います。
市民生活部長　運転支援システム付自
動車購入補助金交付事業の実施状況を
見ながら、調査や検討をしていきたいと思
います。
議　員　高齢者が少しでも安心して運
転できるよう、踏み間違い防止装置の設
置費用の一部を市が負担することについ
て、市長の所見を伺います。
市　長　事故を起こしたくない人は、自分
で装置を取り付けるのが原則と思っていま
す。運転支援システム付自動車購入補助
金交付事業については、今回はSUBARU
のみを対象としましたが、SUBARU以外
のメーカーや、後付けの踏み間違い防止
装置を対象に加えることも検討していきた
いと思います。
■その他の質問
・各種けんしんの受診率向上について

いときはプールの授業を中止するなど、学
校や児童生徒の実態に応じて対応してい
ます。
議　員　近年の夏の異常な暑さを考える
と、災害への対応と同様に、猛暑へも組織
的に対応する必要があると感じますが、市
長の所見を伺います。
市　長　自分の命は自分で守るという考
えが前提ですが、おとしより見守り隊やふ
れあい相談員、民生委員等を通じて注意
喚起をしていくことが大切と思います。エ
アコン設置費の助成については検討した
いと思います。
■その他の質問
・本市の雨水排水対策について

ごみの不法投棄について

太田クラブ　八長　孝之

高齢ドライバーの交通事故抑制に向けた
施策について

公明クラブ　前田　純也

附属機関等の定員充足について

創政クラブ　板橋　明

災害級の猛暑から市民を守る方策に
ついて

創政クラブ　今井　俊哉
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９　月　定　例　会 一　般　質　問　要　旨

議　員　義務教育学校の開校により、統
合される各学校が長年にわたって築いて
きた地域との関係性について今後の対応
を伺います。
教育長　地域に根差した学校を目指す
学校評議員制度がありますが、3つの学
校が統合するということから、さらに地域
との色濃い連携を考えた組織をつくる必
要があると考えます。校舎構想の中では、
地域住民が使用できる部屋を準備してい
ます。今後も全国の事例を研究し、検討し
ていきます。
議　員　開校にあたり保護者や地域住
民の不安を解消し、理解を得るための対
応の必要性について所見を伺います。
教育長　説明会等さまざまな機会を通し
て十分な説明を行い、具体的な疑問には
推進室だよりを通して回答しています。今
後もいろいろな角度から丁寧な発信を続
けていきたいと思います。
議　員　義務教育学校設置のメリットに
ついて所見を伺います。

議　員　本市における過去3年間の不登
校の児童生徒数を伺います。
教育部長　平成28年度が児童62人、生
徒223人、29年度が児童58人、生徒
197人、30年度が児童78人、生徒210
人です。
議　員　本市の不登校対策について伺
います。
教育部長　すべての小中学校に悩みご
と相談員と教育支援隊を配置しており、
特に支援が必要な学校には、各校１人、
合計で12人の不登校専門員を配置して
います。また、不登校児童生徒とその保護
者を支える取り組みとして、教育研究所の
相談業務や適応指導教室、おおたん通信
教室の事業を行っています。
議　員　不登校専門員の具体的な職務
内容と、その効果について伺います。
教育部長　相談室登校の児童生徒に対
し、教室復帰を目指した個別指導を行う
ため、29年度から配置しています。中学
校における29年度と30年度の不登校生

教育長　共通の教育目標に基づき、継続
性と系統性をもって9年間、子どもを育て
るということに尽きると思います。義務教
育学校を成功させ、その中で他の学校に
模範となるようなものを啓発して、太田市
の学校全体がレベルアップすることを目
指しています。
議　員　あるべき義務教育学校像につ
いて、市長の所見を伺います。
市　長　学年の縦の連携で行動すること
で、子どもたちが学校や地域について強
く意識するようになると考えます。時代の
変化を捉えた上で教育委員会が掲げるメ
リットを理解し、欠点があれば改善してい
くことが大切と思います。

徒数を比較すると、不登校専門員未配置
の学校では合計28人の増加、配置した
学校では合計15人の減少となり、大きな
効果が確認されました。

議　員　不登校児童生徒を減少させる
ための取り組みについて教育長の所見を
伺います。
教育長　不登校に絶対的な解決策はな
く、教育委員会においても最大の課題で
す。常にいろいろな観点から協議し、不登
校専門員をはじめ、考え得るあらゆる策を
取ることが大切と思います。
■その他の質問
・本市の公共施設等の現状と今後の計
画について

議　員　私が平成30年9月定例会でド
クターカーの導入について一般質問を
行ったところ、今後、研究および検討をし
ていくとの答弁がありました。その後の消
防本部における取り組みや実績を伺いま
す。

消防長　従来から実施している医師搬送
を拡大した社会実験を平成31年2月か
ら実施し、現在の救急体制の中で医療機
関と協力して、消防救急車に医師が同乗
して現場に向かっています。令和元年8月
末までの実績は、午前9時から午後6時
の時間帯で延べ17日間実施し、全救急
要請228件のうち26件の医師搬送を行
いました。今年度末まで継続し、医師搬送

議　員　今年度における選挙の投票率
向上の取り組みと成果を伺います。
総務部長　市の西部3カ所の期日前投
票所を新田庁舎に集約し、新たにイオン
モール太田を加えた市内3カ所に再編し
ました。各投票所の投票率は見込んでい
た割合に近い結果となり、一定の成果が
得られたと考えています。
議　員　期日前投票所への送迎サービ
スについて、概要と実績を伺います。
総務部長　本年7月20日、70歳以上の
一人暮らしの方を対象とした無料送迎バ
スを運行しました。午前と午後に各1便を
8路線で運行し、延べ21人が利用しまし
た。周知期間が短く、利用者も伸び悩ん
だため、今後はより良い方法を研究したい
と思います。
議　員　投票所の再編と送迎サービス
について、市長の所見を伺います。
市　長　投票しやすい場所に変えていく
ことは適切な対応と思います。さらに、期
日前投票所を増やして投票日にも投票

の有効性と必要性を検証していきたいと
思います。
議　員　昨年の市長答弁では、導入に
ついては前向きに考えたいが、医師の確
保が課題であるとのことでした。他市に先
駆けた医療の充実を進めるため、医療機
関と協議し、医師や看護師、車両の整備
のための経費の助成を予算化することに
ついて市長の所見を伺います。
市　長　現在は実験段階にありますので、
もう少し継続して有効性を確認したいと
思います。また太田記念病院の状況を見
て、経費等についても検討していきたいと
思っています。
■その他の質問
・小中学校の学校生活における諸課題
について
・給食時間の割り振りについて
・中学生の自転車通学について
・中学生のボランティア活動状況につ
いて
・交通事故防止のための施策について

可能とできればと考えますが、実現は難し
いと思います。送迎サービスについては期
待したほどの効果は得られなかったので、
今後検討を重ねていきたいと思います。
議　員　投票率向上のための取り組み
について、市長の所見を伺います。

市　長　若い人へ喚起をするには、出前
授業に加え、高校生に市議会を傍聴して
もらうのが良いと思います。自分で見聞き
して、投票の大切さを感じてもらうことが
大切と考えています。
■その他の質問
・女性活躍推進に向けた本市の取り組
みについて

本市における教育行政の諸課題と義務教
育学校開校に向けた対応について

立憲民主党　神谷　大輔

ドクターカーの導入について

太田クラブ　中村　和正

本市における不登校対策について

太田クラブ　斎藤　光男

選挙に関する市民意識の高揚について

太田クラブ　白石　 と子
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９　月　定　例　会 一　般　質　問　要　旨

議　員　太田市立地適正化計画の策定
の経緯と、その効果を伺います。
都市政策部長　今後の人口減少を見据
え、市街地が低密度化したり、拡散するこ
との抑制を目指すものです。策定により区
域内での開発行為への誘導が期待され
ます。また、公共交通の利用促進が図られ、
交通弱者の移動手段の継続的な確保に
もつながると考えます。
議　員　藪塚地区に居住誘導区域が設
定されていない理由を伺います。
都市政策部長　全域が非線引き都市計
画であり、用途地域の指定がないため、
居住誘導区域の設定ができません。
議　員　藪塚地区が非線引き地域であ
ることについて市長の所見を伺います。
市　長　非線引き地域では住宅が建築
できるため、人口が増えるというメリットが
ある一方、住宅と工場の混在により、事故
が起きれば住民が巻き込まれる可能性も
高いです。線引きを行うべきかどうか住民
と検討を重ね、適切な対応を取りたいと

議　員　本市における空き家の状況につ
いて伺います。
都市政策部長　平成25年度に実施した
国の住宅土地統計調査によると、総数が
約1万5,500戸、そのうち一戸建て住宅
の空き家は約4,750戸です。
議　員　「太田市空家等除却補助金」
の現状と今後について伺います。
都市政策部長　平成29年度から令和元
年度まで、累計390件を超える利用がさ
れています。次年度以降も継続して実施し
ていきたいと考えています。
議　員　国土交通省が推進する全国版
空き家・空き地バンク事業に、本市も参加
することが有効と考えますが、所見を伺い
ます。
都市政策部長　非常に有効な手段と認
識しており、参加登録に向けて手続きを進
めたいと思っています。まだ計画段階です
が、本市と空き家対策に関する協定を結
んでいる不動産団体と連携し、それぞれ
の専門知識や行動力を生かした、職員へ

考えています。
議　員　市内を4つ程度の地域に分け、
各地域に拠点を設けることは、公共交通
の観点からも理想的な形と考えますが、
市長の所見を伺います。
市　長　西地域で運行している市営無
料バスは多くの高校生に利用されており、
有効な方法と考えます。現在、商業集積地
として、東地域はイオンモール、西地域は
ジョイフル本田があります。拠点となりうる
これらの場所にバス等で誘導していきた
いと考えます。
■その他の質問
・西部地域における図書館機能の充実
について

の負担の少ない運営をしていきたいと考
えています。
議　員　空き家および空き地に対する市
長の所見を伺います。
市　長　まとまりのあるまちの実現のた
めには、市街化区域に家を建ててもらうこ
とが一番ですので、調整区域のうち利便
性の高いところを市街化区域に切り替え
るなどしていく必要があると考えます。ま
た、空き家や空き地の利用方法について、
不動産団体の方々に積極的に考えてもら
えるよう仕向けていくことが大切と思って
います。
■その他の質問
・有害鳥獣対策について

議　員　防災マップを基に住民が自らの
避難行動を考える「マイタイムライン」の
推進について所見を伺います。
総務部長　防災マップの説明会や出前
講座、自主防災組織の訓練などを通じて
推進していきたいと思います。
議　員　本市の自主防災組織の状況と
今後の推進について所見を伺います。
総務部長　防災事業の実施時に経費の
2分の1、上限6万円を補助する「太田市
自主防災組織防災事業補助金」を交付
しており、平成30年度は10地区に合計
34万3,000円を支出しました。また災害
図上訓練「D

デ ィ グ

IG」および避難所運営ゲー
ム「H

ハ グ

UG」を各地区の自主防災組織で実
施しており、引き続き推進を図っていきた
いと思います。
議　員　子どもたちに具体的な地域の
実情と避難行動を教えるため、防災マップ
とマイタイムラインを活用した防災教育を
行う必要があると思いますが、教育長の
所見を伺います。

議　員　本市の公立校の小学生から高
校生までの歯科検診結果を伺います。
教育部長　虫歯は年齢が上がるにつれ
減少していますが、歯肉の炎症は中学生
になると増加する傾向があります。小学生
の虫歯予防と中学生からの歯周病予防
が課題であると捉えています。
議　員　医療費無償化を18歳までとし
た場合の試算額を伺います。
健康医療部長　年間約1億5,200万円
が必要になると見込まれます。
議　員　本市における歯周病検診の受
診者数と、それに伴う1人当たりの市の負
担額および総負担額を伺います。
健康医療部長　平成30年度の受診者
は224人です。70歳以上と生活保護世
帯、市民税非課税世帯については1人当
たり5,120円を市が負担しています。その
他の人は500円の自己負担金を徴収し
ており、4,620円が市の負担となります。
総負担額は106万9,880円です。
議　員　18歳までの医療費無償化の実

教育長　災害を自分のこととして捉えさ
せることが第一と考えますので、そのよう
な観点からは有効と思います。
議　員　一歩進んだ防災減災対策を推
進し、災害時の市民への的確な情報提供
について、市長の所見を伺います。
市　長　具体的でわかりやすい表現を
用いた防災マップを作成し、使用するのは
良い考えです。さらに、被害状況の伝達や
避難を促すためにメールを活用したいと
考えていますので、市民にも協力していた
だきたいと思います。
■その他の質問
・おおた渡良瀬産業団地造成と地域活
性化について

施について、市長の所見を伺います。
市　長　高校生は成人の予備軍でもあ
り、行政による全面的な負担ではなく、自
分で自分の身体を守るという意識を高め
るべきと思います。中学生までは医療費
が無償ですので、必要な処置を受けてお
くことも有効と考えます。

議　員　成人の歯周病検診について、対
象年齢を拡大する必要があると思います
が、市長の所見を伺います。
市　長　20歳または30歳から始めると
いう方向で、歯科医師会と相談しながら
検討していきます。
■その他の質問
・防犯灯の新設・維持管理について

太田市立地適正化計画について

太田クラブ　木村　浩明

豪雨等に対する防災・減災対策の推進に
ついて

公明クラブ　星野　一広

本市の空き家対策について

創政クラブ　矢部　伸幸

18歳までの医療費無償化と成人の歯周
病検診について

日本共産党　石井　ひろみつ
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委員会では次の議案を審査しました
本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果をお知らせします。

総務企画委員会

議　員　全国の義務教育学校では教科
担任制による子どものストレスや教員の
多忙化が課題となっています。本市で同
様の問題が起こらないための具体的な手
立てを伺います。
教育長　現在、市内すべての小中学校で
既に教科担任制を取り入れています。教
員が自身の得意教科に特化した指導が
できるなどのメリットがあり、文部科学省
の調査では、義務教育学校での教員の
多忙感は改善傾向にあるという結果が出
ています。
議　員　施設一体型義務教育学校の児
童生徒は、施設連携型小中一貫校の児
童生徒よりも、子ども同士や教員との関
係、中学校への期待度と現実とのずれ等
についての指数が低いという調査結果が
あります。保護者の不安も大きいと思いま
す。太田市でも同じようなことが現実に起
こりうることは否定できないと思いますが、
所見を伺います。
教育長　数々の先進校に視察に行きまし

議　員　本市の公共交通における、市営
バス「シティライナーおおた」、スクールバ
スを活用した市営無料バス、おうかがい
市バスの現状を伺います。
市民生活部長　平成30年度の利用者
数は市営バスが5万3,351人、市営無料
バスが3万8,376人、おうかがい市バス
が3万2,556人です。
議　員　市長が新規に構想しているとい
う、交通弱者のためのドアツードアの交通
手段について概要を伺います。
市　長　おうかがい市バスの停留所ま
で歩いて行けない人のために、タクシーを
利用して玄関先まで送迎を行うことを考
えています。おうかがい市バスの予算、約
5,600万円の範囲内で、今よりも利便性
の高いサービスが提供できるのではない
かと思います。
議　員　おうかがい市バスを中心に、定
時性、速達性のある市営バスと、新規のド
アツードアを併用することで、より多くの市
民が利便性を享受できると思います。樹

たが、どこも子どもの笑顔が増え、教員間
の連携が強まったそうです。このような理
想的な学校をつくるため、教員たちも意
欲的に議論を重ねていますし、今後も推
進していきたいと思います。
議　員　教育長の答弁から、私が指摘し
た課題解消の手立てがいまだに示されて
いないことがわかりました。なぜ２年後４
月設置と慌てるのでしょうか。
市　長　慌てているわけではありません。
準備がそろった段階で始めようと再来年
４月の開校をめざしています。
■その他の質問
・エネルギーの地産地消について

木に例えると、市営バスは主要地点を結
ぶ幹、おうかがい市バスは広範囲にわた
り使い勝手の良い枝、ドアツードアは限定
された本当に必要な移動をカバーする葉
の役割を果たすと考えますが、所見を伺
います。

市　長　おうかがい市バスは利用者1人
当たりでは約7万円の費用がかかってお
り、それに加えてドアツードアで多額の予
算をかけるべきではないと思います。おう
かがい市バスを廃止し、真の交通弱者に
対してはドアツードアで対応したいと考え
ています。
■その他の質問
・ひきこもりの支援と対策について

議　員　太田強戸スマートインターチェン
ジ（以下SIC）周辺地域における現在の
構想について伺います。
都市政策部長　スケートボードパークの
整備を第一に考えています。その完成後
は八王子山公園やキャンプ場等、周辺の
多様な施設を連携させて、集客を図れる
よう研究したいと思います。
議　員　太田強戸SICと桐生市内の国
道50号松原橋交差点を結ぶ、県道太田
桐生線バイパスの計画を伺います。

都市政策部長　今後10年間で完成を
目指すとされています。八王子山公園等
への誘客アクセス道路として生かせるよう、
周辺地域の魅力あるまちづくりに取り組

んでいきたいと思います。
議　員　周辺地域に点在する集落のす
べてが過疎化で悩んでいます。ミニ住宅
団地の開発等、この地域の活性化につい
て市長の所見を伺います。
市　長　県の許可が下りず開発ができな
い現状です。このままだと集落が消滅してし
まう可能性もありますので、新たに居住環境
を整備し、集落を維持できるよう、住民と結束
して県に強く訴えていくことが必要と考えます。
議　員　周辺地域を魅力あるエリアとす
る整備について所見を伺います。
市　長　農業を別の形で継続し、地域の
活性化を図るという観点から、農業体験
のできる観光施設を作ることを考えていま
す。民間に主力となって動いてもらい、市
はそれをサポートする立場で進めていけ
ればと思います。
■その他の質問
・本市の高齢ドライバーが安心して安
全に車を運転できる環境づくりについ
て

義務教育学校の設置計画において今なお
残る課題・問題について

日本共産党　水野　正己

太田強戸スマートインターチェンジの
今後の活用と周辺地域の諸課題について

市民の会　尾内　謙一

公共バスの取り組みと今後について

創政クラブ　大川　陽一

　９月定例会では、９月４日から６日にわたり19人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する方針などに関して
活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ１問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。なお、
一般質問の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、定例会の正式な会
議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで12月下旬からご覧いただくことができます。
詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。９月定例会  一般質問要旨

■太田市一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市消防団条例の一部改正につい
て
審査結果　原案可決
■太田市手数料条例の一部改正につい
て
審査結果　原案可決

■太田市立小学校、中学校及び特別支
援学校設置条例の一部改正について
審査結果　原案可決
■財産の取得について
審査結果　原案可決

■太田市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部

市民文教委員会

健康福祉委員会

改正について
審査結果　原案可決
■太田市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市放課後児童クラブ条例の一部
改正について
審査結果　原案可決

■太田市森林環境譲与税基金条例の制
定について
審査結果　原案可決
■太田市建築物のエネルギー消費性能
の向上に関する法律関係手数料条例の
一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市下水道条例等の一部改正につ
いて
審査結果　原案可決
■市道路線の廃止について
審査結果　原案可決

都市産業委員会
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決算特別委員会

　9月10日の本会議で設置された決算特
別委員会に「平成30年度太田市一般会
計歳入歳出決算認定について」など8件
の議案が付託され、9月18日から20日の3
日間にわたり慎重に審査を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑と討論が行
われ、採決の結果、それぞれ認定すべきも
のと決定しました。
　委員会審査での主な質疑、要望、意見
を委員長報告から抜粋してお知らせします。

◎山　田　隆　史
○板　橋　　　明
　松　川　　　翼
　八　長　孝　之
　水　野　正　己
　高　橋　え　み

　高　田　　　靖
　渡　辺　謙一郎
　大　川　敬　道
　髙　藤　幸　偉
　矢　部　伸　幸
　白　石　さと子
    ◎委員長　○副委員長

決算特別委員（R1. 9. 10 選任）

歳 入
一　般　会　計

問 調定額に対する収入未済額と不納
欠損額の比率が、県内他市と比べて高い
要因について伺います。
答 主に、歳入における市税の占める比
率が高いため、収入未済額が大きくなっ
ていることが挙げられます。今後は、税外
債権について債権管理対策会議を設置
し、債権管理条例の制定を目指すことで、
さらなる負担の公平性を確保していきた
いと考えます。
問 保育所運営費保護者負担金に関し
て、待機児童の現状と幼保無償化の影響
について伺います。
答 本市においては、待機児童は現在い
ませんが、潜在的待機児童数は35人で
す。幼保無償化による影響を予測すること
は困難ですが、待機児童の解消に向けて
は、将来的な保育需要を見込みつつ、保
育園等における利用定員の拡充、保育士
の確保、担い手の育成等、総合的に勘案
していく必要があります。
■その他主な質疑、意見、要望等
・生産性向上特別措置法による固定資
産税特例制度の事業者の認定状況につ
いて
・適正な予算編成、執行による不用額
の抑制について
・マイナンバーカードの交付率および
普及率向上への取り組みについて

問 学校給食費等における債権処理の
課題について伺います。

答 納付意識向上のための啓発や催告
のあり方を工夫する必要があり、債権管
理対策会議の中でも債権回収や徴収方
法、組織体制について協議をしていきます。
また公債権と私債権の取り扱いについて
も、中身を精査し、債権の状況について整
理した上で、サービサーへの委託の研究
など、段階を踏んで債権の回収を進めて
いきたいと考えています。

教 育 費 に
係 る 歳 入

歳 出
●総務費
問 行政サービスにおけるR

アールピーエー

PAおよびA
エーアイ

I
の導入について伺います。
答 現在、導入に向けた実証実験を行っ
ており、結果の検証により効果的と判断で
きる部分については導入を検討しますが、
ヒトとRPA等のすみ分けを行うことが重要
と考えます。
問 市営無料バスの安全・安心な運行へ
の取り組みについて伺います。
答 全国的な運転手不足から大型2種
免許を有する運転手の確保が難しい中、
運転能力診断等の実施により、安全運転
に係る意識および運転技術の向上を図る
とともに、危険箇所を確認できる運転基
準図を作成し、情報共有を図っていきたい
と考えます。
■その他主な質疑、意見、要望等
・区長等の担い手不足に対する取り組
みについて
・本庁舎共有スペースにおける公衆無
線L

ラ ン

ANの整備について
・今後の社会情勢を見据えた行政セン
ター統合について

●民生費
問 幼保無償化の開始が保育所等の給
食費に与える影響について伺います。
答 保育所および認定こども園の副食費
が実費負担となり、保育と教育とで助成条
件や内容が異なるため、不均衡が生じてし
まうことから、制度の見直しを図りたいと考
えています。
問 ふれあい相談員の適正な配置数に
ついて伺います。
答 高齢化に伴い見守り対象者も増加
すると考えますので、配置数については今
後の実態を見て検討したいと考えます。
■その他主な質疑、意見、要望等
・保育士の待遇改善への取り組みにつ
いて
・ケースワーカ―の配置数の適正化に
ついて
・外国人生活保護世帯への支援について

●衛生費
問 大人の風疹予防接種について伺い
ます。
答 風疹の予防にはワクチン接種による
免疫の獲得が効果的なことから、本市で
は妊娠を希望する女性やその夫等を対象
に、成人の風疹予防接種費用の助成を
行っています。また抗体保有率の低い世
代とされる男性に対しても、順次、抗体検
査・予防接種のクーポンを送付しています。
問 児童虐待防止のための組織連携の
強化について伺います。
答 虐待の背景は複雑多岐にわたるた
め、そのサポートを行う業務を所管する部
署も多数となります。本年度から、こども
課内に保健師の資格を持つ子育て相談
担当を配置し、臨床心理士、社会福祉士
等が配属され、各分野との連携をさらに
進めることのできる体制がつくられました
が、家庭、地域、警察等との連携も含め、
虐待防止のための組織と対策のあり方を
考えたいと思います。
■その他主な質疑、意見、要望等
・ロタウイルス予防接種費用助成につ
いて
・高齢者や障害者の各種検診受診率を
向上させるための交通手段確保につい
て
・斎場の維持管理の現状および今後の
斎場整備・勤労会館との複合化につい
て

●労働費
問 小口資金融資貸付金および季節資
金融資貸付金の利用件数の減少要因に
ついて伺います。
答 現在は民間金融機関の金利が低い
ため、市の制度融資の優位性が下がって
いると考えられます。
■その他主な質疑、意見、要望等
・制度融資の積極的な利用のための
P
ピーアール

Rの実施について

●農林水産業費
問 農産物のブランド化と販売促進につ
いて伺います。
答 本市では独自の推

すい

薦
せん

品目を設定し、
道の駅おおたを販売の拠点と位置付け、
6次産業化にも取り組んできましたが、消
費者に価値を認めていただける良い物を
作ることが大切であり、それが確立される
ことでブランド化、さらには観光農園等の
施策へ発展していくものと考えます。
問 有害鳥獣対策の現状と今後につい
て伺います。
答 吉沢町において、わな猟免許の取得
を推進しており、鳥獣被害対策実施隊の
設置や民間の認定鳥獣捕獲等事業者へ
の委託も検討しています。今後は地域に
おける捕獲体制の構築が重要であり、ま
た、八王子山系での生息数等の調査には
桐生市やみどり市との連携が不可欠です
ので、県の協力を得ながら、広域の協議
会等を立ち上げるなどの努力を続けてい
きたいと考えています。
■その他主な質疑、意見、要望等
・農業次世代人材投資事業の利用者を
増加させるためのPRについて

・早急な豚コレラ対策実施の必要性に
ついて
・梅田市有林の現状と今後の維持管理
について

●商工費
問 観光施策としてのe

イー

スポーツなどの
屋内イベントの実施について伺います。
答 今後、既存のイベントの開催時期と
の兼ね合いとともに、開催会場の候補とな
るような施設と研究を進めていきたいと考
えています。
■その他主な質疑、意見、要望等
・電子メールによる消費生活相談実施
について

●土木費
問 道路の新設改良に係る陳情への対
応について伺います。
答 優先度の指標となる統一的な基準
の作成を進めており、提出された陳情案
件を地区へフィードバックし、優先順位を
決め、進捗を図りたいと考えています。
問 市営住宅における入居後の連帯保
証人の定期確認について伺います。
答 社会の経済状況も変わってきており、
検討する段階に来ています。委託先の住
宅供給公社と連絡を密に取りながら検討
を進めていきたいと考えます。
■その他主な質疑、意見、要望等
・空き家除却後の土地利用について
・住宅リフォーム支援事業における申
請期間の拡充と住宅用火災警報器設置
に対する補助について
・災害時の倒木に対する電線地中化の
考え方について

●消防費
問 P

ピーエー

A連携における成果と職員への負
担について伺います。
答 人員や車両が充実していることから
市民サービスに直結したPA連携が可能
ですが、他市と比較すると出動件数が多
いため、バランスを見ながら職員の負担
についても検証していきたいと考えます。
問 高齢者世帯への住宅用火災警報器
の設置支援について伺います。
答 65歳以上の高齢者のみの世帯に対
し、住宅用火災警報器を用意していただ
いた上で、職員が自宅へ赴き設置を行う
支援について実施を検討しています。
■その他主な質疑、意見、要望等
・消防職員の大型自動車免許取得に対
する助成について
・災害時に利用可能な地下水の把握に
ついて
・液体ミルクの備蓄推進について

●教育費
問 外国語指導助手の確保等への取り
組みについて伺います。
答 外国語指導助手の確保のみにより
英語教育が推進できるわけではなく、教
員の指導力を高める必要があります。ぐん
ま国際アカデミーと連携してスキルアップ
を図っていく等、当面は教員の資質を高
める工夫を継続しながら対応していきた
いと考えています。
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番　　号 件　　　　　　　　　　名 結　　果
請願第 1号 地方財政の充実・強化を求めることについて 採択

請願第 2号 北中学校区義務教育学校の設置計画について慎重な審議と必要な見直しを求
めることについて 不採択

《請　願》

番　　号 理　　　　　　　　　　由

請願第 2号
義務教育学校設置計画は慎重な審議を経て策定されたものであり、保護者や地域住民に対しては、さまざ
まな機会を通じて繰り返し説明を行い、理解と協力を得られるよう取り組んでいる。開校に大きな期待を
寄せている多くの方々のためにも、計画通りの開校に向けて整備を進めるべきであると考えられるため。

請願不採択の理由

古紙パルプ配合率70％再生紙と環境に
やさしい大豆インキを使用しています

番　　号 件　　　　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果
報告第 5号 平成30年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率について ― 報告 ―

議案第60号 人権擁護委員候補者の推薦について 省略 可決 賛成全員
議案第61号 平成30年度太田市一般会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数
議案第62号 平成30年度太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成全員
議案第63号 平成30年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成全員
議案第64号 平成30年度太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数
議案第65号 平成30年度太田市八王子山墓園特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成全員
議案第66号 平成30年度太田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数
議案第67号 平成30年度太田市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成全員
議案第68号 平成30年度太田市下水道事業等会計決算認定について 決算特別 認定 賛成多数
議案第69号 令和元年度太田市一般会計補正予算（第2号）について 省略 可決 賛成多数
議案第70号 令和元年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第71号 令和元年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第72号 令和元年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第73号 令和元年度太田市八王子山墓園特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第74号 令和元年度太田市介護保険特別会計補正予算（第2号）について 省略 可決 賛成全員
議案第75号 令和元年度太田市太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第76号 令和元年度太田市下水道事業等会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員
議案第77号 太田市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第78号 太田市消防団条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第79号 太田市手数料条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第80号 太田市立小学校、中学校及び特別支援学校設置条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員

議案第81号 太田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第82号 太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第83号 太田市放課後児童クラブ条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員
議案第84号 太田市森林環境譲与税基金条例の制定について 都市産業 可決 賛成全員

《市長提出議案》

議案の審議結果をお知らせします
９月定例会の

番　　号 件　　　　　　　　　　名
陳情第 3号 太田駅周辺地域区画整理のことについて

《陳　情》

問 太田市運動公園における遠的の弓
道場整備について伺います。
答 本市は県内でも弓道が盛んであり、
選手のレベルも高く、9年後の国体等を見
据えた中で遠的の競技場を持つことは大
変意義があることから、建設を進めていき
たいと考えています。
■その他主な質疑、意見、要望等
・学校におけるクビアカツヤカミキリ対
策について
・義務教育学校建設に係る意向につい
て
・2020年度の成人式の開催方法につ
いて
・障害者スポーツに対する環境整備に
ついて

●基金の運用状況に関する調書
問 老朽化した公共施設の整備基金設
置について伺います。
答 基本的には合併特例債等の起債を
活用していきたいと考えます。公共施設の
更新費用が増大することを踏まえ、太田
市公共施設等総合管理計画に基づき各
所管における個別計画を含めて予算措
置をしていますが、基金は、現実的な試算
ができた段階で目標額を設定し、創設す
ることが理想と考えています。

における託児の実施等、受診しやすい環
境を整備するとともに、受診勧奨チラシの
配布、受診勧奨はがきの郵送等を行って
います。
■その他主な質疑、意見、要望等
・国民健康保険加入世帯数において他
類似自治体と比べて資格証明書の発行
数が多い理由について
・出産育児一時金の外国人への支給に
係る対応について

●八王子山墓園特別会計
問 納骨堂における課題について伺いま
す。
答 収蔵件数を超えたときの対応や、生
前登録をする際に決めた祭

さい

祀
し

者
しゃ

の転居
による所在の把握等が課題と考えていま
す。祭祀者については今後、さまざまな
ケースが想定される中で研究をしていき
たいと考えています。
■その他主な質疑、意見、要望等
・八王子山公園墓地造成の経緯および
墓地増設に係る要望への対応について

●介護保険特別会計
問 本市における介護保険の減免制度
について伺います。
答 介護保険は国の制度ですので、国に
準拠して運用することが最適ですが、減
免については本市の介護保険条例に規
定されており、今後も丁寧な説明を心掛
け、個別相談も実施していきたいと考えて
います。
■その他主な質疑、意見、要望等
・介護予防への取り組みについて

●太陽光発電事業特別会計
■主な質疑、意見、要望等

・太陽光発電事業の剰余金を活用した
ソーラーバッテリー設置補助制度の創
設について
・株式会社おおた電力への出資と今後
の支援について

●下水道事業等会計
問 受益者負担金の債権管理のあり方
について伺います。
答 受益者負担金が強制徴収公債権で
あり、自力執行権があるとの認識はありま
したが、専門知識を有する職員がいな
かったことなどから、滞納処分を行ってき
ませんでした。現在、消滅時効を迎えてい
るものについて、不納欠損を行うなどの適
正な処理を実施するべく事務を進めてお
り、受益者負担金制度の今年度中の統一
のため、関係条例等の改正を行いたいと
考えています。なお、受益者負担金に係る
債権管理については、適正な手続きを踏
んで、速やかに修正を図るとともに、確実
な権利行使が重要ですので、組織や人事
配置等、次年度の体制についても考えて
いきたいと思います。
■その他主な質疑、意見、要望等
・デザイン性の高いマンホールぶたの
採用とマンホールカード配布について
・公共下水道への接続率向上を図るた
めの補助金増額について

ていますが、分子とされる経常経費の削
減については、議会と執行者が一体と
なって取り組む必要があり、議会でも委員
会等を通じて、何をどのように減らしてい
くのかについての積極的な議論をお願い
したいと思います。
問 農林水産業費の維持および陳情案
件の今後の取り扱いについて伺います。
答 過去において、道の駅の建設や雪害
対策等、予算が非常に多かった年もあり
ますが、全体的に見れば平準化した予算
編成となっています。土地改良事業等に
ついては、県と協力し、農業の生産性向上
のための積極的な予算を組むとともに、
陳情案件についても精査し、優先順位を
決め、投資をしないがゆえに生産性や収
入等に影響が及ぶようなことがないように
したいと考えています。
問 義務教育学校の設置計画における
課題の解消と設置期日の延期について
伺います。
答 住民の理解を得ながら、北中学校区
の学校環境をより良くしたいとの思いから、
計画通り進めています。行政は時代の変
化に対応する必要があり、通学する子ど
もたちや保護者から良かったと言われる
環境づくりをしていきます。部活動やプー
ル、学童保育等についても、整備、充実を
図っていきたいと考えています。
■その他主な質疑、意見、要望等
・職員の働き方および民間委託等によ
る行政改革について
・道路網の舗装率および市道2級62号
線道路改良事業の進捗について
・国民健康保険税の引き下げについて

※「付託先」欄において「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示します。

番　　号 件　　　　　　　　　　名 付 託 先 審議結果 採決結果
議会議案第 1号 地方財政の充実・強化を求める意見書 省略 可決 賛成全員

《議会提出議案》

総　括　質　疑特　別　会　計
公営企業会計

●国民健康保険特別会計
問 がん検診における受診率向上の取り
組みについて伺います。
答 子宮頸

けい

がんおよび乳がんの集団検
診の同時実施や、子宮頸がん集団検診

問 本市の経常収支比率に対する所見
および経常経費の削減について伺います。
答 75％程度が望ましいとの指標もあり
ますが、現在では余裕のない自治体も非
常に多いです。わたらせ産業団地の造成
等、分母となる財源を増やす努力は行っ

番　　号 件　　　　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議案第85号 太田市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料条例の一
部改正について 都市産業 可決 賛成全員

議案第86号 太田市下水道条例等の一部改正について 都市産業 可決 賛成多数
議案第87号 財産の取得について（市民会館附帯広場用地） 市民文教 可決 賛成多数
議案第88号 財産の取得について（化学消防ポンプ自動車） 総務企画 可決 賛成全員
議案第89号 市道路線の廃止について 都市産業 可決 賛成全員
議案第90号 太田市尾島体育館建設工事請負契約締結について 省略 可決 賛成全員
議案第91号 令和元年度太田市一般会計補正予算（第３号）について 省略 可決 賛成全員

議案第92号（仮称）太田市立北中学校区義務教育学校校舎等新築建築工事請負契約締結について 省略 可決 賛成多数

議案第93号（仮称）太田市立北中学校区義務教育学校校舎等新築電気設備工事請負契約締結について 省略 可決 賛成多数

議案第94号（仮称）太田市立北中学校区義務教育学校校舎等新築機械設備工事請負契約締結について 省略 可決 賛成多数
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